[bookmark: _GoBack]伝統的郷土芸能保存維持事業・保存修理事業への
補助金制度について


１　目　　的
市内に伝承される伝統的な郷土芸能（以下「伝統的郷土芸能」といいます。）の保存に必要な経費に補助金を交付します。

２　制度内容
伝統的郷土芸能は地域の歴史や風土により育まれた貴重な固有文化ですが、戦後の社会情勢の変化、後継者不足により、多くのものが消滅衰退しています。これらの伝統的郷土芸能を支援し、郷土の文化を保存するための制度です。

（１）補助の対象
補助事業者は、次の条件を満たす伝統的郷土芸能を継承し、次に規定する団体（以下「郷土芸能団体」という。）です。
	1 昭和２０年以前から豊田市域で伝承されてきた郷土芸能のうち、神楽、祭り囃子、万歳、農村歌舞伎、その他市長が認める芸能を継承する団体（国、県及び市指定無形民俗文化財は除きます。）

	②豊田市民を主体に５名以上で組織し、規約を有し、由来及び保存体制が明確である団体



（２）補助の概要
	事業名
	補助率
	限度額
	補助対象経費

	伝統的郷土芸能保存維持事業
	５０％以内
	5万円
	郷土芸能を保存維持するための消耗品費、印刷費、修繕費、備品購入費等

	伝統的郷土芸能保存修理事業
	５０％以内
	50万円
	郷土芸能を保存維持するための楽器、備品等の修理費（事業費１０万円以上）



３　手続・事務の流れ等
（１）伝統的郷土芸能の認定
補助金の交付を受けようとする郷土芸能団体は、市長の認定が必要です。
（２）伝統的郷土芸能保存維持事業補助金
　　認定団体については、当該年度の予算の範囲内で補助金を交付します。
1 補助金交付申請（４月頃）
2 実績報告（３月末まで）・支払いは実績報告後
（３）伝統的郷土芸能保存修理事業
　　前年度に補助要望があり、予算に認められたものについて補助金を交付します。

４　担当及び問合せ先
文化財課　（電話３２－６５６１）
